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－
及
ピ
第
二
ノ
成
績
ヲ
総
括
列
記
シ
ア
第
九
表
ヲ
得
、

之
V

7
曲
線
ヲ
以
’
プ
示
ジ
第
七
圃
7
得
タ

y
o

第
六
巻
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四
二

O

（第
4

山
吹

一
五

O
）

二
十
四
時
間
目
膿
？
以
テ
ノ
各
種
可
検
材
料
＝
ヨ
ル
喰
前
作
用
総
括

喰

繭

表

子

持
金
白
血
球
敏
ト
中
性
多
型
核
白
血
球
M
N
激
ヨ

H
J
換
算
数
ナ
日

努
凪
清
食
晦
水
ト
ハ

0
・
八
五
M
N
食
砲
水
ヲ
以
テ
二
倍
畠
稀
掴
碍
セ
ル
正
常
家
兎
血
清
ナ
H



一
定
限
度
ノ
毒
力
ノ
範
園
ェ
於
ア
A

毒
力
ノ
大
ナ

Y

－
一
従
ヒ
白
血
球
過
多
ノ
程
度

大
ナ
Y

毛
、
モ
シ
毒
力
ガ
過
大
－
一
失
シ
一
定
限
度
ヲ
越
ユ
w
F

時
A

却
ア
白
血
球
過
少

ヲ
惹
起
セ
シ
ム

Y

モ
ノ
ナ
リ
。
故
－
一

0
・
五
括
ノ
場
合
λ

毒
力
略
々
相
似
タ

Y

モ
原
鴻

液
ノ
毒
力
大
ナ
Y
タ
メ
最
大
ナ
Y
増
減
比
率
ヲ
示
ジ
、
一
・

O
括
ノ
場
合
A

原
繍
液
ノ

毒
力
過
大
ュ
失
シ
却
－
ア
其
ノ
増
減
比
卒
A

最
小
ト
ナ

y
、
毒
力
之
レ
ニ
衣
ギ
大
ナ
Y

モ
原
漏
液
－
一
比
シ
造
カ
ニ
小
ナ
Y
三
十
分
業
瀦
液
A

最
大

増
減
比
率
ヲ
呈
ジ
タ
グ
モ
ノ
ト
理
解
セ
ラ
M
F

。

（
三
）
喰
菌
，
十
数
A

注
射
量
ノ
増
量
－
一
連
レ
－
ア
、
三
十
分
業
減
液
－
一
－
7

A

増
加
シ
他
ノ
三
者
－
一
－
7

A

減
少
セ
リ
。
然
レ
ド
モ
ソ
ノ
増
加
減
少
共

ニ
其
ノ
度
僅
少
ナ
リ
キ
。

（
四
）
喰
菌
子
敷
ノ
常
ェ
最
小
ナ
リ
ノ
シ
A

百
二
十
分
業
漉
液
注
射
動
物
－
一
シ
ア
、
血
清
食
噛
水
注
射
動
物
A

常
二
削
者
ヨ

p
僅
カ
ユ
大
ナ
Y

ニ
遁
ギ
ザ

y
キ
。
最
大
ナ
リ
シ

A
0
・
玉
蛇
f

場
合
原
繍
液
、
一
・

O
耗
ノ
場
合
三
十
分
業
瀦
液
注
射
動
物
ナ
η
ノ
キ
。
然

v
ド
モ

0
・
玉
括
ノ
場

合
ノ
雨
者
ノ
差
A

大
－
一
シ
－
プ
一
・

O
括
ノ
場
合
ノ
差
A

甚
ダ
僅
少
ナ
リ
ノ
キ
。

各種可検材料注射量ト喰菌子

数及ピ喰菌卒トノ関係

（第九表参照）
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（
一
）
血
液
軍
位
容
積
内
白
血
球
数
A

注
射
量
f

増
加
ユ
逆
行
シ
ア
何
レ
ノ
注
射
材

料
－
一
ア
モ
減
少
セ
ジ
ガ
、
業
ノ
増
減
比
率
－
A

血
清
食
盤
水
．
三
十
分
及
ピ
百
二
十
分

業
減
液
－
一
ア
A

増
加
セ
ジ
モ
原
瀦
液
－
一
－
プ
A

濁
リ
減
少
セ

y
。

（
二
）
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
数
ノ
増
減
比
率

A
0
・
五
括
注
射
ノ
場
合
て
原
滅

液
T
Y
A
最
大
－
一
ジ
ア
業
鴻
液
－
一
－
プ

A
之
レ
ニ
衣
ギ
タ

Y

毛
、
一
・

O
括
注
射
ノ
場
合

A

最
大
ナ
y

u

V

A

三
十
分
美
濃
液
注
射
動
物
－
一
シ
ア
原
櫨
液
ニ
ア
A

却
ア
他
ノ
何
レ

ニ
モ
比
シ
ア
最
小
ナ

9
キ。

。。.!i
－→注射量胸

（
五
）
中
性
多
型
核
白
血
球
総
数
（
第
九
表
塞
照
）
ト
喰
菌
子
敷
ト
ノ
閥
係
ヲ
観
Y

－一、

0
・
五
銘
ノ
場
合
A

中
性
多
型
核
白
血
球
総
数
大
差
ナ

第
六
巻

F「

原

著
........ 

康

瀬

四

（
第
或
競

一
五
一
）



第
六
谷

T園、
原

箸
』」

E長

瀬

間
二
三

（
第
式
競

一
五
二
）

ク
ジ
ア
然
モ
原
減
液
－
一
ア
A

費
減
液
注
射
動
物
ニ
比
ジ
造
カ
ユ
大
ナ
グ
喰
菌
子
教
司
ノ
示
U
J

、
一
・

O
耗
ノ
場
合
A

中
性
多
型
核
白
血
球
線
数
A

費
減
披
－
一
4

7

A

他
ノ
二
者
－
一
比
シ
甚
ダ
大
ナ

y
＝
、
三
十
分
美
総
液
注
射
動
物
ノ
喰
蘭
子
数
A

原
鴻
液
－
一
一
炉
、
ヶ
Y
夫
ヨ
リ
モ
僅
カ
ニ
大
－
一
シ
F
7

百
二
十
分
業
端
液
注
射
動
物
－
て
ア
A

最
小
ナ
リ
キ
。
郎
チ
原
鴻
液
－
T

7

A

中
性
多
型
核
白
血
球
数
略
々
相
等
ジ
キ
時
A

三
十
分
業
滅
液
注
射
動

物
ニ
比
シ
甚
ダ
大
ナ
Y
喰
繭
子
数
ヲ
示
ジ
、
中
性
多
型
核
白
血
球
数
遁
カ

一一
小
ナ
U
F

場
合
一
一
ア
モ
百
二
十
分
業
鴻
液
注
射
動
物
ヲ
凌
駕
セ
ジ
外

三
十
分
党
協
波
注
射
動
物
ト
略
々
相
等
シ
キ
喰
蘭
子
数
ナ

y
キ。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

以
上
ノ
事
賓
ヨ
リ
原
癒
液
A

毒
力
最
モ
却
、
大
エ
ジ
ア
喰
燐
作
用
促
進
能
力
モ
亦
b
y

最
大
、
三
十
分
業
漏
液
二
骨
力
前
者
ヨ
リ
ノ
小
ニ
シ
ア
喰
燈

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、

作
用
促
進
能
力
モ
亦
タ
之
レ
ニ
・
次
ギ
、
百
二
十
分
業
報
液
ニ
至
リ
ア
A

毒
力
最
小
－
一
シ
ア
喰
燐
作
用
促
進
能
力
モ
亦
タ
最
小
ナ
Y

ア
認
識
シ
得

べ
キ
ナ

9
0

之
レ
ニ
向
ツ
ア
観
Y

－
一
つ
プ
レ
ピ
ン
」
油
注
射
後
二
十
四
時
間
目
ノ
惨
出
液
ヨ
リ
作
v
y
鴻
液
A

煮
沸
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
其
ノ
杭
原
性
能
働
力
ノ
促

進
セ
ラ

Y

、
コ
ト
ナ
ク
、
却
－
7
v
引
榔
－
一
ヨ
リ
ア
業
ノ
能
力
A

・
次
第
－
一
低
下
ス

Y

コ
ト
、
且
ツ
原
鴻
液
中
ノ
抗
原
性
物
質
A

煮
沸
ニ
ヨ
リ
ア
容
易

‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、

ニ
破
却
セ
ラ
レ
行
ク
モ
ノ
ナ
w
F

コ
ト
ヲ
認
知
ジ
得
、
是
レ
郎
チ
「
－
ア
レ
ピ
ン
」
油
注
射
後
二
十
四
時
間
目
／
（
非
細
菌
性
）
惨
出
液
中
ニ
二
．
イ
ム

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ペ
チ
ン
」
ノ
存
在
セ
ザ
戸
ア
立
競
シ
得
タ

Y

モ
ノ
ナ

y
。

乙
、
「
テ
レ
ビ
ン
」
油
漣
射
後
三
日
目
ノ
肋
膜
腔
内
珍
出
液
ヲ
以
テ
ノ
賓
験

暗
赤
禍
色
調
ヲ
櫛
ピ
郎
、
ク
澗
濁
セ

Y
稀
市
ノ
膿
様
液
－
一

U
Zプ
汚
積
凝
集
塊
ヲ
有
ジ
微
カ
品
「
ア
レ
ピ
ン
」
油
臭
ヲ
放
ア

y
。
塗
抹
標
本
叉
A

培

養
エ
ヨ
山
戸
モ
細
菌
ヲ
謹
明
セ
ザ
リ
キ
。
鴻
液
A

夏
ニ
之
ヲ
三
十
分
及
ピ
百
二
十
分
間
煮
沸
セ

Y

屯
原
滅
液
同
様
何
レ
モ
全
ク
水
様
透
明
ナ

y

キ。

4
．
賓
験
第
－
、
血
清
食
堕
水
、
原
濡
液
、
－

z・
十
分
費
濡
躍
及
ビ
百
二
十
分
責
漕
液

各
々

0
・
五
経
注
射
後
ノ
喰
菌
作
用

所
一
見
川
第
十
表
E

リ
第
十
三
表
迄
及
ピ
第
八
圃
ヨ

y
第
十
圃
迄
－
二
不
ス
ガ
加
シ
。
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各種冒I検材料ト日食細胞数アl喰」及ピ被l印有数
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第十岡

所
見
概
括

（
一
）
喰
細
胞
敷
「
喰
」

ヲ
観
Y

－
一
血
清
食
臨
水

ニ
ア
A

十
五
分
目
ヨ
リ
ノ

攻
第
－
一
増
加
ジ
ア
四
時

間
日
最
大
－
一
建
ジ
以
後

急
ニ
減
少
シ
、
原
滅
液

一－
7

A
十
五
分
目
最
大

一
シ
ア
一
時
間
円
迄
急

連
ニ
減
少
シ
二
時
間
目

少
シ
ク
増
加
ジ
ア
以
後

減
少
セ

y
。
三
十
分
及

ピ
百
二
十
分
業
脇
被
－
一

一
三
三
・

O
ニ
シ
ア
反
大
、
血
消
ん
は

四
二
五

（
第
成
競

第九［f:;]

テ
A

三
十
分
日
迄
捷
化
ナ
ク
一
時
間

H
少
ジ
ク
減

ジ
二
時
間
円
最
高
ト
ナ
レ

p
。
総
和
A

a

原
滅
一
柑
－
一
－
ア
A

一
一
一
八
・

O
ユ
シ
ア
僅
カ
ニ
小
、
三
十
分
及
ピ
百
二
十
分
業
強
液
ニ
ア
A

略
々
相
等
シ
ク
前
二
者
ニ
比
ジ
活
カ
ニ
小
ナ
リ
キ
。

鴨
水
－
一
－
ア
A

（
二
）
被
山
荷
数
「
雨
」
ヲ
観
Y

－
一
血
清
食
瞳
水
及
ピ
原
崎
被
一
一
－
7
A
喰
細
胞
数
「
喰
」
ノ
閥
係
ト
同
ジ
ク
、
一
一
一
十
分
禿
鳴
液
ニ
－
7

A
三
十
分
目
迄

殆
ン
ド
同
一
ニ
ジ
ア
以
後
増
加
シ
二
時
間
円
最
大
ト
ナ
リ
、
百
二
十
分
業
鴻
液
ニ
ア
A

十
五
分
目
ヨ
リ
急
激
ニ
増
加
ジ
三
十
分
日
最
大
－
一
連
セ

リ
。
仙
昭
和
A

原
崎
液
ニ
ア
A

八

0
0
・
0
－
一
シ
ア
掛
然
他
ヲ
抜
キ
ア
最
大
、
他
ノ
三
者
A

大
差
ナ
グ
血
清
食
間
水
－
一
－
プ
二
ハ
六
九
・
五
、
三
十
分

半
丸
山
一収

－
一
ア
ハ
六
五
四
・
玉
、
百
二
十
分
柔
浦
液

T
プ
A

ム
ハ
一
ニ
四
・

O
ヲ
示
セ
リ
。

第
六
怨

F『

原

箸
w 

I長

瀬

一
五
況
）



第
六
谷

「園、

原

著
』」

康

瀬

（
三
）
喰
繭
子
数
「
子
」

A

何
レ
ノ
注
射
材
料
－
一
－
ア
モ
被
喰
両
教

「
商
」
ト
略
々
同
一
ノ
閥
係
ヲ
有
ジ
、
総
和
A

原
崎
液
－
一
－
ア
A

九
三

三・

O
ニ
ジ
テ
最
モ
川
町
秀
ナ
ル
成
績
ヲ
一
不
シ
、
血
清
合
的
水
－
一
－
ア
A

七
九
七
・
五
ニ
ジ
ア
究
二
位
シ
、
三
十
分
実
情
液
－
一

4
7
A
七
六
八
・

五
、
百
二
十
分
業
協
液
一
一
－
プ
A

七
四
八
・
五
エ
ジ
ア
血
清
食
府
水
ヲ

以
－
プ
ノ
成
績
－
一
サ
ヘ
モ
及
バ
ザ
リ
キ
。

（
四
）
血
液
一
立
方
粍
内
白
血
球
数
ノ
推
移
ヲ
観
W
y

－
－
原
鴻
液
－
一

テ
A

一
時
間
目
迄
、
他
ノ
三
者
－
一
ア
A

一
二
十
分
円
五
一
注
射
前
ヨ
リ
ノ

減
少
シ
、
其
ノ
後
念
激
－
一
増
加
シ
－
7

二
時
間

H
最
高
ト
ナ
レ
リ
。

総
和
A

百
二
十
外
提
出
波
注
射
動
物
最
大
、
三
十
分
業
鴻
液
注
射

動
物
最
小
－
一
シ
－
プ
他
ノ
二
者
A

稿
々
相
似
－
ア
中
間
二
位
セ

y
。
増

減
比
率
A

原
崎
液
－
一
－
プ
A

最
大
、
一
二
十
分
実
鴻
液
及
ピ
血
清
食
聴

水
ニ
－
7
A
相
同
ジ
ク
シ
ア
原
崎
液
ヲ
以
ア
ノ
成
績
－
一
衣
ギ
、
百
二

十
分
業
捕
液
ヲ
以
，
y
ノ
成
績
A

最
小
ナ
ソ
キ
n

口
、
賓
輪
第
二
、
血
清
食
堕
水
、
原
漉
液
、

三
十
分
費
漉
液
皮
ピ
百
二
＋
分
費
漕
液

各
h

こ・
O
耗
連
射
後
ノ
臆
菌
作
用

所
見
二
第
十
四
表
ヨ
リ
第
十
七
表
迄
及
ピ
第
十
一
岡
ヨ
リ
第
十

三
岡
迄
ι

示
ス
ガ
・
如
シ
。

四
二
六

（
第
京
協
抗

一
五
六
）
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各種可倹材料＝ヨ Jレ血液単位容積内白

血球数ノ推移（増減比率＝テ示ス）

｛第十四表乃至第十七表参照）

第十三闘

1皆

所

見

概

括

（
ご
喰
細
胞
敷
「
喰
」
ヲ
観
Y

－
一
血
清
食
鞭
水
－
一
－
7

A

一
時
間
目
迄
著
獲
ナ
ク
之
レ
ヨ
リ
急

三
増
加
シ
，
プ
二
時
間
目
最
大
ト
ナ

y
、
原
鴻
液
及
ピ
百
二
十
分
業
櫨
液
－
一
ア
A

三
十
分
目
A

十
五
分
目
ヨ
リ
モ
減
少
シ
前
者
A

之
ヨ
リ
漸
究
－
一
一
増
加
シ
ア
四
時
間
目
最
大
ト
ナ

y
、
後
者

A

B

芯
ニ
増
加
シ
47

一
時
間
目
最
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
鴻
液
－
一
ア
A

十
五
分
目
ヨ

y
一
時
間

同
迄
滅
ジ
之
レ
ヨ

y
急
激
－
一
一
増
加
シ
二
時
間
百
二
最
大
ト
ナ
レ
リ
ノ
。
原
鴻
液
－
－

e
y
A
四
時
間

目
以
後
ノ
減
少
度
僅
少
ニ
シ
ア
他
ノ
注
射
材
料
ニ
ア
ノ
凶
附
間
目
以
後
ノ
数
ユ
比
シ
甚
ダ
大

ナ
リ
キ
。
総
和
A

原
総
液
－
一
ア
A

一
四
六
・
五
－
一
シ
ア
最
大
、
三
十
分
業
櫨
液
－
一
ア
λ

一
四

0
・
五
一
一
ジ
ア
之
レ
ニ
次
ギ
、
血
清
食
臨
水
－
一
－
ア
二
則
二
者
二
比
L
V

進
カ
ニ
小
田
一
シ
ア
一
二

六
・
玉
、
百
二
十
分
実
施
液
ニ
ア
A

三
二
・

O
ニ
シ
－
プ
最
小
ナ

y
キ。

（
二
）
被
喰
繭
敷
「
菌
」
ノ
推
移
ア
観
Y

－
一
血
清
食
臨
水
及
ピ
三
十
分
煮
繍
被
－
一
－
Y
A
最
大
ナ

M
F

二
時
間
目
迄
・
次
第
－
一
一
増
加
シ
、
原
摘
液
－
一
－
ア
』
三
十
分
目
減
少
ジ
ア
以
後
増
加
シ
四
時
間

み・

目
最
大
ト
ナ
ソ
、
百
二
十
分
素
描
液
－
一
ア
A

三
十
分
目
以
後
急
速
－
一
増
加
シ
ア
一
時
間
目
故
大
ト
ナ
リ
其
ノ
後
A

何
レ
屯
減
少
セ

9
。
然
シ
原

櫨
液
ニ
ア
ノ
二
時
間
目
以
後
ノ
数
A

他
－
一
比
シ
甚
グ
大
ナ
リ
キ
。
総
和
λ

原
漏
液
－
一
－
プ
A

八
三
九
・

O
－
一
シ
テ
’
他
ノ
追
従
ヲ
許
サ
ズ
、
他
ノ
三

者
－
一
ア
ハ
何
レ
モ
遁
カ
ニ
小
－
一
シ
ア
即
チ
血
清
食
盟
水
－
一

7

A

七

0
0
・
玉
、
三
十
分
業
癒
液
－
て
プ

A
六
八
五
・

O
、
百
二
十
分
業
憾
液
ニ
－
7

A

六
六
八
・
五
ノ
順
序
ニ
小
ナ

y
キ。

（
三
）
喰
菌
子
敷
寸
子
」
ハ
被
喰
蘭
敷
「
菌
」
－
一
於
ケ
w
y

推
移
ト
全
ク
同
一
ニ
シ
ア
、
総
和
A

原
滅
液
ラ
プ
A

九
八
五
・
五
－
7
7
耕
然

一一
朗
地
ヲ
抜

キ
最
大
、
血
清
食
間
水
－
一
－
プ

A
八
二
七
・

O
一
ジ
ア
第
二
位
ナ
Y

モ
前
者
ト
大
ナ

Y
走
ア
示
シ
、
三
十
分
業
減
液
－
一
－
7
A
八
二
五
・
五
ニ
シ
－
プ
第

三
位
ヲ
ト
口
メ
、
百
二
十
分
業
繍
液
】
一
－
7
A
七
八
九
・
五
ユ
ア
第
四
位
ナ
リ
キ
。
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巻

F、
原

著
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瀬

四
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（
第
式
競

一
六

O
）

（
四
）
血
液
一
立
方
粍
内
白
血
球
数
A

何
レ
ノ
注
射
材
料
ニ
ア
モ
菌
液
注
射
後
一
時
間
目
A

何
レ
モ
注
射
前
ヨ
リ
モ
減
少
シ
、
其
ノ
後
急
激
－
一

増
加
シ
ア
二
時
間
目
最
高
三
連
セ
リ
。
ソ
ノ
後
λ

何
レ
モ
減
少
セ
ジ
ガ
原
鴻
液
－
一
－
ア
h

減
少
度
他
一
一
比
ジ
僅
少
ナ

yhT
。
総
和
λ

原
崎
液
注
射

動
物
品
大
ナ
Y

モ
何
レ
モ
大
差
ナ
ク
、
増
減
比
率
一
原
憾
液
注
射
動
物
最
大
、
百
二
十
分
業
拙
液
注
射
動
物
最
小
ニ
シ
ア
三
十
分
柔
減
波
及
ピ

血
清
食
臨
水
注
射
動
物
A

中
間
二
位
セ
リ
。

第
＋
八
表

日
目
膿
ヲ
以
テ
ノ
各
種
可
検
材
料
－
一
ヨ
ル
喰
前
作
用
総
括

主主
射
材
料
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一
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喰

--
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子

ハ
、
所
見
綿
括
及
ビ
考
察

貫
験
第
一
及
ピ
第
一
ア
成
績
ヲ
総
括
表
記
シ
ア
第
十
八
表
ア

得
、
夏
ニ
之
レ
ヲ
曲
線
一
一
－
ア
示
ジ
第
十
四
国
ヲ
得
タ

y
。

表

各種可検材料法射量ト日食菌子数及

ピ喰菌室ドトノ関係（第十八表参！！百）
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瓦

血

清

一

ミ

コ

一

食

胞

水

一

－

c

版
鴻
液
一

一
一
一
十
分
一

煮
滅
液
一

百
二
十
分
一

煮
鴻
液
一
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（
一
）
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
数
ノ
増
減
比
率
A

何
レ
ノ
注

射
材
料
品
ア
モ
注
射
量
ノ
増
加
｝
白
蓮
レ
テ
増
大
セ

y
o
増
減
比



率
ノ
常
－
一
最
大
ナ
リ
シ
A

原
鴻
液
注
射
動
物
－
一
シ
ア
、
三
十
分
煮
繍
液
及
ピ
血
清
食
瞳
水
注
射
動
物
A

0

・
五
托
ノ
場
合
A

相
等
ジ
グ
了

O
託

ノ
場
合
A

前
者
大
ナ
リ
キ
。
百
二
十
分
業
漉
液
注
射
動
物
ニ
吊
ニ
最
小
ナ

P
キ。

以
上
ノ
所
見
－
一
由
リ
ア
原
崎
液
A

毒
力
最
モ
晴
、
ク
、
三
十
分
業
漏
液
之
レ
ュ
・
究
ギ
、
血
清
食
瞳
水
ノ
毒
力
A

三
十
分
業
漉
液
ヨ

9
僅
カ
ニ
劣

リ
ノ
、
百
二
十
分
英
櫨
液
ノ
毒
力
最
モ
微
弱
ナ
U
F

ヲ
知
山
戸
。

（
二
）
喰
菌
子
敷
ヲ
観
Y

－
一
何
レ
ノ
注
射
材
料
－
一
ア
モ
注
射
量
ノ
増
加
－
一
従
ア
増
大
セ
ジ
ガ
、
何
レ
ノ
注
射
量
ノ
場
合
モ
常
ニ
最
大
ナ

y
シ
A

原
瀦
液
ヲ
以
テ
ノ
所
見
－
一
し
て
ア
、
血
清
食
臨
水
及
ピ
三
十
分
業
滅
液
ヲ
以
ア
ノ
成
績
A

中
間
二
位
シ
相
互
間
－
一
殆
ン
ド
相
等
シ
キ
モ
後
者
僅
カ

ニ
劣
9
、
百
二
十
分
業
櫨
液
ヲ
以
ア
ノ
所
見
A

常
－
一
最
小
ナ
リ
キ
。

（
三
中
性
多
型
核
白
耐
．球
総
数
（
第
十
八
表
委
照
）
ト
喰
菌
子
教
ト
ノ
関
係
ヲ
観
Y

－
一
、
原
滅
液
－
一
－
プ
A

何
レ
ノ
注
射
量
ノ
場
合
モ
中
性
多

型
核
白
血
球
総
数
A

三
十
分
業
総
液
ヲ
以
－
プ
ノ
夫
ニ
比
ジ
僅
カ
ニ
大
ナ
リ
ジ
ユ
過
ギ
ズ
、
且
ッ

0
・
五
括
ノ
場
合
A

百
二
十
分
費
減
液
注
射
勤

物
ノ
中
性
多
型
核
白
血
球
数
ヨ
リ
モ
却
－
ア
遥
カ
ニ
小
ナ
Y

－
一
拘
で
プ
ズ
、
喰
菌
子
債
A

常
ニ
百
二
十
分
業
滅
液
注
射
動
物
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
三
十
分

長
時
液
注
射
動
物
ヲ
蓬
カ
ニ
凌
駕
シ
最
大
ナ
リ
キ
。
三
十
分
業
漏
液
－
一
ア
A

中
性
多
型
核
白
血
球
総
数
最
小
ナ
グ

0
・
五
姥
ノ
場
合
モ
、
又

y

ノ
数
略
々
相
等
ジ
キ

7
0路
ノ
場
合
モ
喰
菌
子
教
A

血
清
食
糟
水
注
射
動
物
－
一
及
バ
ズ
、
百
二
十
分
業
瀦
液
－
一
品
ノ
A

中
性
多
型
核
白
血
球
数

最
大
ナ
Y
場
合
モ
又
最
小
ナ
〆
場
合
モ
葉
ノ
喰
菌
千
数
A

最
小
ナ
リ
キ
。

（
四
）
喰
仲
間
宰
ノ
常
ニ
最
大
ナ

y
ジ
ハ
原
誠
波
注
射
動
物
－
一
シ
ア
、
業
鴻
液
注
射
動
物
A

之
レ
ヨ
リ
運
カ
－
一
小
、
殊
－
一
百
二
十
分
煮
滅
波
注
射

動
物
A

最
小
ナ

y
キ。

以
上
ノ
結
果
ヨ
リ
原
滅
液
二
吋
力
最
モ
抑
制
、
ク
シ
ア
且
ッ
喰
燈
作
用
促
進
能
力
最
大
、
三
十
分
業
櫨
液
A

毒
力
之
レ
ヨ

y
蓬
カ
ニ
小
－
一
シ
ア
従

ツ
ア
亦
タ
喰
雌
作
用
促
進
能
力
モ
甚
ダ
劣
弱
一
一
ア
封
照
タ
Y
血
清
食
盟
水
ト
略
々
相
等
シ
ク
、
百
二
十
分
業
捕
液
二
時
力
最
モ
微
弱
－
一
シ
ア
喰

儲
作
用
促
進
能
力
モ
亦
タ
最
小
ナ
リ
ト
ノ
結
論
ニ
到
達
セ
ザ
Y
ヲ
得
ズ
。

是
－
一
由
ツ
ア
観
レ
バ
「
ア
レ
ピ
ン
」
油
注
射
後
三
日
目
ノ
惨
出
液
ヨ

y
得
タ

Y
滅
液
A

煮
沸
－
一
ヨ
リ
ア
業
ノ
喰
煉
作
用
促
進
能
力
ノ
増
強
ヲ

第

ム
ハ
品
せ

F『

原

著
、~

E長

持見

性l

（
第
戒
波

一
六
一
）



第
六
巻

，..、
原

瀬

著、」

康

、
、
、
、
、
、

来
サ
ザ
Y
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
却
ア
低
下
ス

Y
ナ
リ
。
郎
チ
此
ノ
滅
液
従

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ツ
グ
惨
出
液
中
ユ
A

余
等
ガ
轟
－
一
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
戚
染
三
日
目

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ノ
細
菌
性
膿
中
ニ
肱
－
一
立
詮
シ
一
得
タ
Y
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
A

痕
跡
ダ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

三
部
ム

Y
事
能
A

ザ
w
y

モ
ノ
ナ
リ
。

丙
、
「
テ
レ
ビ
ン
L

油
注
射
後
七
日
目
ノ
肋
膜
腔

内
場
出
液
ヲ
以
テ
ノ
賓
輪

稀
薄
暗
褐
色
調
ヲ
帯
ペ

w
y

膿
模
被
z

シ
ア
汚
職
凝
集
塊
ヲ
有

ス
、
徴
カ
ナ
レ
ド
モ
「
F

プ
レ
ピ
ン
」
油
臭
ヲ
放
チ
、
塗
抹
標
本
－
一
ヨ

Y

モ
又
培
養
－
一
ヨ

Y

毛
細
菌
ヲ
立
詫
セ
ザ

y
キ
。
原
鴻
液
モ
、
之

ヲ
更
二
二
十
分
及
ピ
百
二
十
分
間
業
訓
ジ
タ
Y
描
液
モ
何
レ
モ
全

ク
水
様
透
明
ナ
リ
キ
。

，
旬
、
賓
験
第
－
、
血
清
食
盟
水
、
原
溜
液
、

三
十
分
費
濡
液
及
ビ
百
二
十
分
費
濡
液

各
々

0
・
五
縄
宛
注
射
後
ノ
喰
菌
作
用

所
見
A

第
十
九
表
ヨ

y
第
二
十
二
表
迄
及
ピ
第
十
五
闘
ヨ
リ
第

十
七
圃
迄
－
一
示
ス
ガ
如
シ
。
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見

概

括

（
こ
喰
細
胞
教
「
喰
」
ヲ
観
wy

ニ
血
清
食
瞳
水
及
ピ
原
櫨
液
一
ア
A

三
十
分
目
減
少
シ
タ
M
F

後
増
加

シ
、
百
二
十
分
素
晴
液
－
一
ア
A

十
五
分
目
ヨ
リ
漸
究
増
加
シ
何
レ
モ
二
時
間
目
最
大
ト
ナ
リ
ノ
、
三
十

分
業
癒
液
－
一
－
ア
A

十
五
分
目
ヨ
リ
ノ
急
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－
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ソ
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－
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－
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－
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梢
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－
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－
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－
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四
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滅
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櫨
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－
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・
0
ニ
ジ
ア
三
十
分
素
描
液
注
射
動

物
ヨ
リ
僅
カ
ニ
小
、
百
二
十
分
煮
鴻
液
－
一
－
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話耳

各種ロI検材料ト喰細胞放「喰」及ピ被喰関
数｛商」トノ店主1係
（第一；十〈表乃至第二十六表参照）

1一 一一血清食瞬水 l.O!!DhllWi液I.OJ):[,¥
ll －－一原鴻液 1.0銘力日商液1.0立r,i
画一・－・一三十分煮滅液 1.0犯加閑液1.0立d注射ノ場合
1'1 ー 百二二十分煮州、波 J.O蛇加菌液I目的f)

（以下第二十闘迄之＝準ズ）

第 I-A闘
－＇・、

第十九闘

各種可険材料＝ヨん血液単位官事故内白

血球数／tfi＇移（増減比王手＝テ示ス）

（第二十三表乃至第二十六夫参照）
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－
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原
捕
液
『
－
－
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九
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及ピ喰碕$トノ関係
（第二十七表参照）
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一
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行
シ
ア
増
加
セ

y
o
増
減
比
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A
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射
量
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蓮
行
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ア
何
レ
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y
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鴻
液
－
一
－
プ
A
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レ
ノ
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射
量
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場
合
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血

液
車
位
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血
球
数
兵
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率
共
ニ
常
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、
百
二
十
分
業
総
液
ニ
ア
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何

ν
ノ
注
射
量
ノ
場
合
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比
率
A

最
小
ナ
ソ
キ
。

是
－
一
由
ッ
ア
原
鴻
液
二
時
力
最
モ
強
ク
、
三
十
分
業
繍
波
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ピ
血
清
食
堕
水
A

毒
力
略
々
相
等
シ
ク
シ
ア
原
鴻
液
ヨ

y
劣
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、
百
二
十
分
業

減
液
ノ
毒
力
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小
ナ

Y

7
認
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得
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会
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喰
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レ
ノ
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射
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－
一
－
プ
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射
量
ノ
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－
一
従
ツ
ア
増
大
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原
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液
－
て
プ
A

何
レ
ノ
注
射
量
ノ
場
合
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耕
然
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抜
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最
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三
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業
総
液
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A

之
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造
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一
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ア
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二
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液
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－
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前
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Y

モ
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A

質
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原
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液
ナ
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中
性
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型
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血
球
総
数
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七
表
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）
ト
喰
菌
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数
ト
ノ
閥
係
ヲ
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Y

－
一
、
原
櫨
液
A

中
性
多
型
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白
血
球
数
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大
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耗
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又
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－
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－
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－
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合
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蘭
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．
、
、
、
、
、
、
、
．
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．
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原
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一
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菌
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．
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．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘

三
十
分
業
描
液
ノ
毒
力
A

原
繍
液
ヨ
リ
ノ
小
一
一

U
J
7
喰
菌
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－
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．
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菌
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余
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萄
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菌
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膿
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－
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膿
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菌
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ヂ
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司
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荷
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目
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菌
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菌
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－
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－
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叩
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第
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績
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＋
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菌
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膿
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－
7
此
際
吾
人
ノ
注
意
ヲ
喚
プ
コ
ト
λ

健
康

家
兎
血
清
タ
等
分
－
一
食
購
水
－
一
ヨ

y
稀
蒋
シ
五
分
間
煮
沸
セ
Y
癒
液
ヨ
リ
モ
家
兎
ノ

九
、
八

非
綱
前
性
膿
ヲ
同
様
－
二
柿
稗
ジ
ソ
レ
ヲ
更
ニ
五
分
間
煮
沸
シ
ア
得
タ
Y
減
液
（
郎
チ

原
憾
液
）
ノ
方
ガ
喰
荷
作
用
ヲ
促
進
ス

Y

ノ
能
力
例
外
ナ
シ
－
一
大
ナ
Y

ノ
黙
ナ
リ
ノ
ト

二Z。

ぃ、
U

42

4
 

余
等
A

嚢
ニ
蘭
注
射
後
三
日
目
ノ
細
蘭
性
膿
中
－
二
明
白
－
一
「
イ
ム
ペ
ヂ
シ
」
ノ
合

11!1 
四

（哨別
式
披

一
七
一
〉



第
六
巻

F『

原

箸
』.J

炭

瀬

四
四

（
第
煎
競

一
七
二
〉

有
セ
ラ
レ
、
商
注
射
後
七
日
目
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膿
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－
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菌
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中
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一
A
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イ
ム
ベ
ヂ
ン
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合
有
セ
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毛
、
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皐
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物
質
－
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由
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膿
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般
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雨
性
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出
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－
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ヂ
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．
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菌
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潟
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概
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．
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草食 4＜~ 【医御】 世重 男喜 g(g[fil （草安全長室長 I +i g:) 

In die rcc htじ】~rusthリIl k ＼＂υu gesundcn Kaninchじn in_iizicrtcn "・i1・o,5ccm Tじqにnti川il. Nach Ve山rnf VOil 24 
Stunden bzw. 3 T孔gen oder 7 T司g・c11 ¥ 1・ u relじ da古 E ：－－.： ~ ud辻t herausgenυmmcn und clavon auf die gleiche ¥¥lei邑e wic in 
lll1SCIε11 (ibrigcn Arbeiten t山口ihnt diじ 3Tcstnは crialien: I) Orig-. Filtrat, 2) F.K_:;o' und 3) F.K.1 20’hcrgestellt. 
Ucbcr die Ein刊（issc・der Filtrate des htじ~r: auf die I》h孔芯oz;.・to日じ (von Staphyl（ヲk< kピ11) iη1 zirkuliじrじ吋en Blute vo札
ge:-rnnden Meersメclnl'einchen gじbendie folgenιlじn T;dx:llじn .¥ufschlus日．

Art des ,¥nt』gc・ns

1守口《-liinntぞb ：，.，じturnl: 

Orig: Filtrat"' 

F. I三.3o"ll 

F.1心 120141

¥ erdlinntes SerumlJ 

Orig. Filtra l c' 

F.K. 30'3) 

F.K. 120パ｝

I M白】geI 
I Cぐlll 匂

i口’5 : 
！り．

口，sI 
0,5 t 

1,0 

I,O 

110 

1,0 

Z九hider 
pliago又ytiere山 kn
7.cllcn 

12G,3 

I+り，E

I：！り4

130,7 

I tl>,o 

138,7 

129,0 

I I6,J 

Tabelle I. 

7.1hl cler I I 
phagvLyt出 ten ! Pha早川ytat I 
Iい1、ken l i 

791,7 i り18,0 i 

リ05,7 i 1054,8 I 
801,0 ! 931,4 I 

I 745・9 r 876.品 ｜

1 774,7 r 890,7 
859,0 り97'7

875,3 1004・J
714,0 830,3 

( ;csarn te wei-;>e [ 
7.ellcn j 

7s2so I 
8o66o I 

80300 

75500 

62080 

66140 

66340 

70420 

Iくnc而iχ】心ntder 
I》hagozyto~e

I 1,72 

13,08 

II,60 

11,6o 

q,35 

15,08 

15,14 

II,79 

I) Das I : I mit 0,85 prnz. NaCl l l>sung、erdlinnteuotl in ciuem \Va~serbadc hei 100.C 5Min. Jang erhititen Non川 1K:rnincl比n>erum.
2) Das Filtrat des I : I mit 0,85 proz. NaCl-L「＇＇uni;;verdiinnte und in eincm 'Vasserbade bci 100。CS Min. Jang引 hitztcnErnpy叩 1citers.
3) Dcts orig. Filtrnt, das nnch:'30 Min. l:ing bei Ioo。Cgckocht "-urde. 
4) Das orig. F1ltrat, das noch 120 '.V!in. Jang bei 100。Cgckoch t wunle. 



Tabelle II. 

! Men ？とahldcr Zahl der 
（；己昌司mteweisse Iζoe侃zientder Art des Antigens phagozytierenden phay~；（l~~e~ten l'ltagozyto.t 
Zell en Phagozyto,e ccm Zell en 

一一 一 一一一
Verdiinnte> Seruml) l 0,5 128,0 669'5 797,5 69900 1141 

Orig. Filtrat~J 0,5 133,0 800,0 933,0 67980 13,72 

F.l王・ 3013) 0,5 114,0 654,5 768,5 63400 12,12 

F.K.. 120'4l 0,5 II4,5 634,0 748,5 7538o 9,94 

Ver【hinnte訪日引um!) I,O 126,5 700,5 827,0 67180 I2.J2 

Orig. Filtrat2J I,O 146,5 839,0 985,5 70240 14,03 

F.K. 30＇り I,O 140,5 685・0 828,5 h70~0 12,31 

F.K.. 120'4> 1,0 121,0 。68,5 789,5 6706o II,77 

I) 2) 3) u4) wie hei T:ib. I. 

Tablle III. 

Menge Zahl <ler Zahl der I < ;e~am…M I Koe侃川entder Art 【！esAntigen> phagozytierenden ph:igりzytie1ten Phagozytat 
Zell en Pha日《げytoseccrn Zell en Kold、en

『ー－－－
Venliinnk> Sernrn'l 0,5 I16,5 043,5 760,0 736oo IOに、）J、

Orig. Filtrat~ J 0,5 131,5 758,0 日89,5 I 78940 11,25 

F.IC 30'3) 0,5 I 19,5 わ52.0 771・5 7556o 10,21 

F.K. 120'4J o，月 114,5 586,0 700.5 7156o 9,7リ
…一一一宇

Verdiinnleo Serum' 1,0 128,0 683,5 日I1,5 72420 11,25 

Orig. Filtrat山 1,0 140,5 791,0 93 1•5 7486o 12,46 
F.K. 3013J 1,0 12り，o 685,5 814,5 72320 I 1,26 

F.K. 120川） I,O 121,0 り03,5 724・5 73040 リ，92

I) 2) 3) u. 4) wie Lei Tab. I. 

守安4（毒事 【医柳1 世臣持E gr gr f刊 （総悩意書 1午同）



事長・K。 【医柳】 世臣 毒事 E:i5Ii( （車産t長官員 1 ヂi<)

Tablle IV. 

Man品edes 
Ph九日mptosenl乞oe仔i1icntl〕引Filtr:itc:; des Dasλl ter des Eiters 

Eiters 
γC町1 Verdiinntes "erum Orig. Filtrat F.K. 301 F.K.. 120’ 

24 Stunden 0,5 11,7 13,l 11,6 II,6 、
1,0 144 15,J 15,1 u,8 

3 T‘age 0,5 II.{ 13,7 12,1 9,9 
I 12,3 14,0 12,3 l!,8 

7 Tage 円，5 io,3 11.3 10,2 9,8 
l,O II,3 12,5 ll,J 9,9 

Zusammenfassung 

I) Das wasscrkl昌reKerzenfiltrat des I・Imit 0;85 proz. NaCl-Liisung vercllin日tenund dann in einem bei ro::i°C 
siedenden ¥.¥'asserbads S Min. lang erhitzten nicht mikrobiotischen Empy己meit巴rs von Kaninchen flihrte ausnahmslos 
eine grりsserePhagozytose (von St司ph），白l仁｝

Weise behandelten ？呼ormalserumherbei. Dies zeigt u口s.d山 月 die au円 Leu］王仁ヲzyten（「1.h. aus elem Kern) 山 nmenden
nicht koagulierbaren Substanzeu die Eigenschaft be討itl.cn，ドlngozytoバeZll f，οrdern. 

2) ¥Vurcle das oben erg:i.hnte originale Filtrat des weitcr<::n 30 bzw. 【20 Minuten lang im vVasserb孟de der 
Siedehitze ( 1 oo。C)ausgesetzt, so wur【；
zung, immer mehr herabgesetzt. 

3) D礼1・dllS geht h巴rvor, dass der di己 Phagozytose forderndじn .Fahぽkピit de1・ was日 rlυ，；lichen Sub.stanzen der 
Leukozyten sowohl die IZoktostabilit孟tals auch die I1npedinc1・scheinung fehlt. 



4) Andererseits w山 deder Nachweis erbracht, dass die die Phagozytose fOrdernde Fahigkeit der Filtrate mikro-

biotischer Eiter ausserst koktostabil sind. Die origidalen Filtrate von Eitern bei mikrobiotischer Infektion ergaben 

sogar die Impedinerscheinung, die beim nicht mikrobiotischen Eiter nicht nachweisbar ist 

5) Das Verhalten der Abkochung der Filtrate mikrobiotischer bzw. nicht mikrobiotischer Eiter zu der die 

Phagozytose fordernden Fahigkeit ist also genau wie das der Proteink6rper mikrobiotischer bzw. nicht mikrobiotischer 

Herkunft zu der Prazipitinogene (vgl. R. Torikata, Koktoprazipitinogene und Koktoimmunoge町， Bern r917) 

(Autore知 at).

者表 j（~ 【医柳】 過重 号車 gr gr.μ （事提訴費量 i午+1)


